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1945年11月 滋賀県彦根市に生まれる。
（学歴）
1964年３月 滋賀県立彦根東高等学校卒業
1968年３月 大阪市立大学文学部英文科卒業
1971年３月 大阪市立大学文学研究科英文学専攻修士課程修了
1977年３月 大阪市立大学文学研究科英文学専攻博士課程単位取得満期退
学
（主な職歴）
1971年４月 大阪成蹊女子短期大学非常勤講師（1979年３月迄）
1975年４月 大谷女子大学非常勤講師（1977年３月迄）
1976年４月 親和女子大学非常勤講師（1977年３月迄）
1977年４月 桃山学院大学社会学部助教授
1986年10月 桃山学院大学社会学部教授
1989年４月 桃山学院大学文学部教授
1993年４月 桃山学院大学大学院文学研究科講義担当
1997年10月 桃山学院大学大学院文学研究科演習担当
1999年４月 桃山学院大学大学院文学研究科博士（後期）課程講義担当
2005年３月 桃山学院大学退職
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中村祥子教授略歴
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Ⅰ．著 書
1976年４月 共著 『イギリス小説 研究と鑑賞』(樋口欣三他編著）研
究編第12章「ジェイムズ・ジョイスの『ユリシーズ』 そ
の文学的達成と今後の課題」(218～241頁）及び鑑賞編第12
章 ｢James Joyce : Ulysses｣ (372～389頁）を執筆。創元社，
389頁。
1983年５月 共著 『英米文学・名作への散歩道 イギリス編②』(日高
八郎監修）｢エリザベス・ギャスケル『メアリー・バートン
マンチェスター物語』」(45～57頁）を執筆。三友社出版，
261頁。
1985年３月 共著 『教養のためのイギリスの文学』(内多毅監修)「『ユリ
シーズ』」(182～186頁）を執筆。東海大学出版会，250頁。
1985年11月 共著 『イギリスの心理小説』(内多毅監修)「『ユリシーズ』
における ｢心理｣ の位置 テーマと手法」(171～223頁)
を執筆。東海大学出版会，223頁。
1987年12月 共著 『イギリスの表層と深層 英米文学の視点から』(榎
本太他編著）｢ギャスケルの描いた都会といなか 初期短
編小説をめぐって」(139～146頁）を執筆。東海大学出版会，
324頁。
1991年11月 単著 『Ｅ.ギャスケルの長編小説』三友社出版，503頁。
2000年３月 共著 『英語・英米文学のエートスとパトス』(杉本龍太郎教
授古希記念論文集刊行委員会編）｢ギャスケルの「クロウリ
ー城」 ティリーザの願望の達成と挫折」(339～348頁）
を執筆。大阪教育図書株式会社，634頁。
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中村祥子教授主要著作目録
─ ─
Ⅱ．学術論文
1974年７月 ｢James Joyce の文学観について 彼の Ibsen 観を中心にし
て」大阪成蹊女子短期大学『研究紀要』第11号 123～146頁。
1975年４月 ｢‘paralysis’ の意味するもの Dubliners の場合」大阪市立
大学大学院英文学研究会『Queries』第12号 31～40頁。
1975年６月 ｢Elizabeth Gaskell の小説 二つの作品を中心に」大阪成
蹊女子短期大学『研究紀要』第12号 83～104頁。
1975年12月 ｢Ulysses における手法の分析」『Queries』第13号 34～46頁。
1976年３月 ｢『若き日の芸術家の肖像』 “反抗”のテーマを中心に」
大阪市立大学文学研究科『人文論叢』第３･４合併号 103～
117頁。
1977年２月 ｢Austen の新しさ Emma をめぐって」『Queries』第14号
18～27頁。
1979年３月 ｢Elizabeth Gaskell : Cranford 合理主義の影響を受ける“因
襲の町”」『Queries』第16号 35～53頁。
1979年12月 ｢社会小説考：Sybil と Mary Barton との小説的価値の相違」
桃山学院大学総合研究所『人文科学研究』第15巻第２号 51
～78頁。
1980年12月 ｢Elizabeth Gaskell の Ruth ヴィクトリア朝社会の現実
(その１)」『人文科学研究』第16巻第２号 21～50頁。
1981年10月 ｢Elizabeth Gaskell の Ruth ヴィクトリア朝社会の現実
(その２)」『人文科学研究』第17巻第２号 １～38頁。
1982年９月 ｢Elizabeth Gaskell の Ruth ヴィクトリア朝社会の現実
(その３)」『人文科学研究』第18巻第２号 45～81頁。
1982年９月 「ギャスケルの『ルース』 ヴィクトリア時代のマグダラ
のマリアとは」新英米文学研究会『季刊・新英米文学研究』
第13巻第３号 14～22頁。
1984年６月 ｢文芸批評に於ける客観性 Jeremy Hawthorn : Identity and
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Relationshipの場合（その１)」桃山学院大学『総合研究所報』
第10巻第１号 51～61頁。
1985年６月 ｢文芸批評に於ける客観性 Jeremy Hawthorn : Identity and
Relationship の場合（その２)」『総合研究所報』第11巻第１
号 31～41頁。
1985年12月 ｢Elizabeth Gaskell の North and South 大工業都市 Milton
の人々（その１)」『人文科学研究』第21巻第２号 59～86頁。
1986年３月 ｢Elizabeth Gaskell の North and South 大工業都市Milton
の人々（その２)」『人文科学研究』第21巻第３号 41～105
頁。
1986年６月 ｢ディコンストラクションの文学批評とは：富山太佳夫氏の
＜作品論＞の場合」『総合研究所報』第12巻第１号 13～24
頁。
1987年３月 ｢｢村」に於ける覇者の交替 Elizabeth Gaskell の “Morton
Hall” 論」『人文科学研究』第22巻第３号 １～22頁。
1987年12月 ｢Thomas Hardy : The Mayor of Casterbridge Henchard の転
落の意味」『総合研究所報』第13巻第２号 11～26頁。
1988年７月 ｢Elizabeth Gaskell の Sylvia’s Lovers その悲劇性について
(その１)｣『人文科学研究』第24巻第１号 １～33頁。
1989年１月 ｢Elizabeth Gaskell の Sylvia’s Lovers その悲劇性について
(その２)」『人文科学研究』第24巻第２号 １～46頁。
1990年１月 ｢Elizabeth Gaskell の最後の小説 Wives and Daughters Mr.
Gibson の生き方をめぐって」『人文科学研究』第25巻第２号
23～63頁。
1991年１月 ｢Elizabeth Gaskell のWives and Daughters governess のテ
ーマをめぐって」桃山学院大学総合研究所『英米評論』第３
号 33～75頁。
1993年10月 ｢Elizabeth Gaskell の魅力」日本ギャスケル協会『ギャスケ
英米評論 № 19
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ル論集』第３号 １～15頁。
1993年12月 ｢Elizabeth Gaskell の中編小説 “My Lady Ludlow” 論（そ
の１)｣『英米評論』第８号 37～70頁。
1994年12月 ｢樋口一葉「花ごもり」の位置」桃山学院大学『総合研究所
紀要』第20巻第２号 １～22頁。
1995年12月 ｢Elizabeth Gaskell の中編小説 “My Lady Ludlow” 論（そ
の２)」『英米評論』第10号 123～158頁。
1996年12月 ｢“My Lady Ludlow” 論拾遺 Elizabeth Gaskell が描いた地
主たち」『英米評論』第11号 １～44頁。
1997年12月 ｢Elizabeth Gaskell の “Lois the Witch” ピューリタン社会
が生んだ冤罪事件」『英米評論』第12号 47～93頁。
2000年９月 ｢Charlotte Elizabeth の Helen Fleetwood に描かれた事実：新
救貧法と1833年工場法の実態」『総合研究所紀要』第26巻第
１号 247～268頁。
2000年12月 ｢Elizabeth Gaskellの “Crowley Castle”に隠されたテーマ
没落する地主の残虐さ」『英米評論』第15号 27～56頁。
2001年12月 「Gaskell の “The Poor Clare”: 超自然現象の実在を否定する
小説」『英米評論』第16号 79～123頁。
2002年12月 ｢刑事裁判問題が扱われた Elizabeth Gaskell 著 “The Crooked
Branch” についての考察」『英米評論』第17号 79～112頁。
2003年12月 ｢Elizabeth Gaskell 著 A Dark Night’s Work 論(１)：敗残の人
生を送る職業人 Wilkins 氏について」『英米評論』第18号
15～40頁。
2003年12月 ｢近代社会の悲劇：Elizabeth Gaskell 著 A Dark Night’s Work
における犯罪の描かれ方」桃山学院大学総合研究所『国際文
化論集』第29号 183～213頁。
2004年12月
(予定)
｢Elizabeth Gaskel l の短編小説 “The Doom of the Griffiths”
に描かれた二つの地主像」『英米評論』第19号。
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Ⅲ．研究ノート
1998年６月 ｢Thomas Hardy の Jude the Obscure に於ける現代性：大学入
学の機会均等と結婚・離婚の自由」『総合研究所紀要』第24
巻第１号 125～144頁。
Ⅳ．書 評
1993年11月 ｢伝記的事実と創作の方法：Jenny Uglow: Elizabeth Gaskell: A
Habit of Stories」研究社『英語青年』第139巻第８号 35～36
頁。
1996年１月 ｢赤瀬雅子著『比較文学・比較文化 フランス文学・フラ
ンス文化の影響』」桃山学院大学広報 『アンデレクロス』 第
73号 25頁。
1998年６月 ｢『ジュード』研究の現在 『なぜ「日陰者ジュード」を読
むか ハーディ文学の新しい鉱脈を探る』」新英米文学研
究会『New Perspective』第29巻春／夏号 69～70頁。
1998年12月 ｢Gaskell の育った家族・社会・時代の歴史 John Chapple,
Elizabeth Gaskell : The Early Year, Manchester and New York :
Manchester UP, 1997, pp. xviii＋492」『英米評論』第13号
117～128頁。
Ⅴ．例会講演要旨
1993年５月 ｢Elizabeth Gaskell の魅力」日本ギャスケル協会『ニューズ
レター』第５号 11～13頁。
Ⅵ．研究案内
1982年10月 ｢エリザベス・ギャスケル『メアリー・バートン マンチ
ェスター物語』」三友社『新英語教育』No. 157. 36～39頁。
1984年６月 ｢ギャスケルのこと・ジョイスのこと」『季刊・新英米文学研
英米評論 № 19
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究』第15巻第２号 38頁。
1985年８月 ｢ギャスケルの『北と南』 マーガレットとソーントンとの
結婚」『季刊・新英米文学研究』第16巻第３号 53～54頁。
1988年６月 共著 『英語・英米文学ハンドブック』(内多毅監修）創元社
(全304頁) のうち「ジェイムズ・ジョイス」(185～190頁）
を執筆。
1992年３月 ｢今，19世紀イギリス小説を読む」新英米文学研究会『Neal
News』No. 10. 11,14頁。
1996年10月 ｢さまざまな地主像 Gaskell と 姉妹の場合｣ 日本
ブロンテ協会1996年大会プログラム
1997年６月 ｢ギャスケルとアメリカ」日本ギャスケル協会『ニューズレ
ター』第９号 ３頁。
1998年３月 ｢少女期のギャスケル像」『Neal News 』No. 34. 12～13頁。
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